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議 事 録 

会議の名称 令和 6年度 第 2回 愛荘町総合教育会議 

開催日時 令和 6年 11月 14日（木）午後 2時 15分～午後 3時 35分 

開催場所 本庁舎 3階 第 2委員会室 

出席者 【構成員】6名 

町長 有村 国知、副町長 杉本 甚治郎、教育長 徳田 寿 

教育長職務代理者  森 秀昭 

教育委員     黒川 泰守、木津 知里 

【事務局】8名 

教育次長     陌間 秀介   福祉政策監    木村 美紀 

学校教育担当課長 奥村 晃    生涯学習課課長  水谷 徹也 

愛知川公民館長  本田 有弘   図書館館長    三浦 寛二 

歴史文化博物館長 下村 今日子  給食センター所長 中村 誠司 

生涯学習課長補佐 森野 直樹   教育振興課長補佐 久保川 美晴 

【傍聴者】0名 

議事日程 
協議・報告事項 

・「生涯スポーツ推進について」   生涯学習課 水谷 徹也 課長 

議事録作成者 教育振興課 久保川 美晴 
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午後 2時 15分開会 

 

皆さんこんにちは。 

ただいまから令和 6年度第 2回目となります愛荘町教育総合会議を開催

いたします。 

はじめに有村町長からご挨拶をお願いします。 

 

みなさん、こんにちは。本日は令和 6年度第 2回愛荘町総合教育会議に

ご出席をいただきましてありがとうございます。 

また、午前中からの学校訪問もありがとうございました。 

この総合教育会議は、町当局と教育委員会とが十分な意思疎通を図り、

愛荘町の教育の課題やあるべき姿を共有し、議論を深め、同じ方向性のも

と、連携して確かな一歩を進めていく場と認識しております。 

本日協議いただくことになっております「生涯スポーツ推進について」、 

生涯学習課 水谷課長から説明させていただきます。 

来年度は、いよいよ国スポ・障スポが開催され、私たちの町において、

国スポ・障スポ アーチェリー競技が開催されることは、地域の活性化や

スポーツ振興にとって大変重要な機会であります。この大会を通じて、私

たちの町が持つスポーツの魅力を広く発信し、多くの方々に訪れていただ
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けることを心より期待しております。 

また、その後のレガシーの継承についても重要なテーマです。 

町民の皆様がより身近に全国規模の一大スポーツの祭典として関わっ

て頂くことが出来る この国スポ・障スポを大切な契機と捉え、町民が心

豊かに、楽しく健康で暮らせるまちを目指します。 

そうしたことから、今回の会議において、生涯スポーツをテーマとして

設定しました。 

私たちの町がスポーツを通じてさらなる発展を遂げることを信じ、取り

組んでまいりたいと存じますので、皆様からのご意見を賜りますようお願

い申し上げまして、開会のあいさつといたします。 

 

本日の会議運営に関しましては、愛荘町総合教育会議設置要綱に基づき

進めさせていただきたいと思っております。 

それでは会議の方に移りたいと思いますが、先ほど町長のあいさつにも

ございましたが、次年度はいよいよ国スポ・障スポの本大会が愛荘町で開

催されます。 

委員の方々には生涯スポーツの今後の方向性について具体的に議論が

今後ますます必要となりますので活発なご意見よろしくお願いします。 

それでは早速ではございますが、設置要綱第４条によりまして、町長が

議長になることから、会議の進行を有村町長にお願いしたいと思います。  

よろしくお願いします。 

 

それでは設置要綱に基づいて、議長を務めさせていただきたいと思いま

す。ご協力のほど、よろしくお願いいたします。 

 次第の 2 議題の協議事項、「生涯スポーツ推進について」にかかる意見

交換です。それでは、意見交換に先立ちまして、生涯学習課 水谷課長よ

り説明をいただきます。よろしくお願いします。 

 

「生涯スポーツ推進について」・・・資料により説明 

 

ありがとうございました。 

このテーマは町内また県内日本どこにあっても、また世界にいっても大

事なことだと思います。これに対して、「いやそれは違う」ということをお

っしゃる方はどなたもおられません。 

それであるがゆえにテーマ設定も非常に広く、どれが正解だということ

もありません。それぞれが目指すものはそこにあると思いますが、それと

現状とを照らし合わせた時のギャップがある、そのギャップをどのように

埋めていくのかが大事なのだと思います。 

それぞれの教育委員の皆様にも色々な観点があると思います。幼少期か
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らということもありますし、高齢の方というのもありますし、学校の教育

部門においてということもありますし、社会インフラとしてなど色々な観

点が大事であろうと思います。 

事前に、資料を配布し、ご報告させていただいていたということですの

で、皆様からのご意見を賜っていきたいと思います。 

町内でも十分スポーツをやっていただいている方々、スポーツ習慣のあ

る方々はおられます。ウォーキングということをまずやってくださってい

る方々がおられます。やはりウォーキングをするということが一番親しみ

やすい体を動かすということになるのだろうと思います。歩道空間や夜間

の街灯等、その環境として安全な交通空間を設けていく必要がある、また

河川の近くにある道路面等コストがかかるものでございますが維持をし

ていくということを考えていく必要があると考えています。 

その一方、なかなか運動習慣のない方々に運動って素晴らしいですよっ

ていうのを伝え、これは福祉として取り組んでくれていて、間口として選

択肢としてはありますが、そこにどうしても入ってきていただけないとい

う困難さがあります。そういう点については、若い世代からのアプローチ、

子どもへのアプローチをしていってもいいのかと思います。 

あとはやはり恥ずかしさが、接点がないっていう方がもしかしたらおら

れるかもしれませんので、そこに対する楽しくやってらっしゃる方々の表

情をより発信していくっていうことは、いいのだろうなというふうには思

っているものでございます。 

もちろんこの生涯スポーツをより高度なところで広い仲間と競い合い

ながら切磋琢磨をしたいっていうニーズに関しては、マスターズゲームと

いうのもございますので、いろんな次元で競いたい方々にはそういうもの

も用意されているとか、色々なことを推奨しながらやっていければなとい

うふうには思っている次第でございます。 

 それでは皆様からのご意見を頂戴したいと思います。木津委員いかがで

しょうか。 

 

 全く知らない人たちの中で自らを申しこみますっていうのを愛荘町で

もしていただいていますが、誰が来るかもわからないところに申し込んで

参加しようっていうことが結構ハードルが高いのかなと思います。子ども

会でも PTAでも自治体でもきっと何かやらないといけないっていうことっ

てあるじゃないですか。何かイベントを組まないといけない、その時にそ

の人たちがネタを考えないといけないところに、例えばこういう出前スポ

ーツとかこういうのがありますこういうのもありますっていうもう少し

小さい規模のところにお知らせをこっちから送る。リストみたいなのを渡

しておいて、ここから選んでくれたら私は行きます、みたいなにするとす

ごい PTAや役員の方等も、やってくれるなら、となって呼んでみようとい
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議長（有村町長） 

 

 

木津委員 

 

議長（有村町長） 

 

 

 

 

黒川委員 

 

うふうになるのではないかなと思います。 

ここでしているので来てくださいというよりは、よく社協さんがされて

いるみたいなも小さいボランティア団体さんとか自治体さんにこういう

ことをやってくださいってもうダイレクトに言っちゃう、これなんかある

のでやってくださいって言ってやってもらっちゃうっていうのも一つの

取っ掛りにしたらどうかなと思います。以上です。 

 

 一応我々としましても、現在スポーツ推進委員が町内に 14 名おられま

す。今年度もいろんな取り組みをしているわけなのですけれども例えばナ

イトウォークの実施、国スポのリハーサルでブースの出店をしました。そ

の中の一つに先ほど言われた出前講座という部分も実際はやってはおり

ます。ただし、まだまだ浸透していないといったのが現状でございます。

やはり住民の方にこういった取り組みをもっと知ってもらって、実際に取

り組んでいただけるような仕組み作り、それが非常に重要であるなという

ふうには考えておりますので、その辺はもう少し PR といいますかその辺

の周知を、もう少し具体的に町民の皆様に知っていただけるような取り組

みの内容を、もう少し周知徹底していきたいというふうに考えているとこ

ろでございます。 

 

ありがとうございます。ご意見いただいて集めるというよりは、イベン

トを考える方へのアプローチということへのご意見をいただきましたの

で、今現在区長様の方には出前講座のお知らせはしているのですけれど

も、子ども会や PTA連合会も生涯学習課が担当課でもありますので区長だ

けではなくそれに関わる子ども会や PTAの皆様にもこういう取り組みをし

ているのだよというところをお知らせするような仕組みを今のご意見を

通じて考えていきたいなと思いました。ありがとうございます。 

 

 すごく大事なご意見をいただきありがとうございます。  

 ボッチャとかモルックとか、ご存知ですか。 

 

 私は、何度かしたことがあります。誰でもできて。 

 

 そうなのですよね。みんなでポッとできるので、町内広場もたくさんあ

りますし、そうゆうのを普及したいなと行政がやってしまうのと大変です

が、そうゆうのを普及したいという方々に担っていただけるとよいのかと

思います。大変有意義な意見ありがとうございます。 

 

スポーツ推進ということなのですが、今まで僕が一番寂しかったのは、

草野球がなくなったことがとても悲しく思います。それを歯止めができな
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かったのかなっていうのがちょっと寂しく思います。 

あれだけアーチェリーの町でありながら、野球の町でもあったと思うの

ですけれどもそれでちょっと今も若い人たちが少年野球一生懸命頑張っ

て、また自分たちのときのような傾向があるように子どもたちを今育成し

てもらっています。 

あとはアーチェリーの町というのも、国体が近づいたら言うのではなく

て今、動きながら 50 年後ぐらいになるような大会ですけれども、それを

地道にやることが本当のアーチェリーの町かなと思います。あとは部活や

体育の時間に絶対取り入れるとか、それを伝統にするような町の方がいい

ような気が僕は思います。 

突発的よりは、身にしみるように、愛荘町にはアーチェリーみたいなイ

メージで行ってもらう方が僕は正解ではないかと思います。 

健康とかそういうなんですけれども、せっかくジムとかもあるので、も

うちょっと簡単に行ける chocoZAP 的な感じで、プールの横のジムとかも

使ってもらえるようにする方がもうちょっと簡単に行けるかなとは思い

ます。現在はわからないのですけど、ジム・プール行っていたときは、町

民も町外も 500円やったような気がします。今どうなのかわからないです

けど、少しでも補助があればもう少し行きやすいし、宣伝もしたらいいの

かなと思いました。 

あとは何とか歩いてもらうには、歩いてポイントをつけて、何かどっか

で還元できるとか、そしたら多分一生懸命皆さん挙って歩いていただける

のではないかと思います。何か目標があれば多分頑張って歩けるし、健康

にもなって、色々な医療費抑制にもなり、財政面的にも良い影響になるの

ではないかと思います。 

 

 大事なエッセンスをいただきました。 

 

 50 年先を見据えたアーチェリーの町というところもおっしゃっていた

だいているわけなのですけども、現在の活動としましては、川久保にある

中央スポーツ公園で、年間を通して、滋賀県のアーチェリー協会が様々な

行事をされているということに加えまして、5 月から 10 月ぐらいにかけ

て愛荘町体育協会の方で、幅広い年齢でアーチェリー教室というのを実施

しております。後ですねさらに味競技人口を増やせるような、そういった

様々な取り組みに力を入れていきたいなというふうに考えています。 

あと、これは少し参考にですが、先日 66 祭りがありましてアーチェリー

の体験ブースをさしていただきました。 

その際、多くの親子に体験をしていただいたところです。その際に、国ス

ポの滋賀県、優勝しましたねっていうようなお声掛けもいただきました

し、子どもにアーチェリーをこれから教えたいのだけれどもどうしたらい
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いですかっていうような保護者さんからですね、問い合わせも何人かござ

いました。 

まずは毎年実施しておりますアーチェリー教室に、参加をしてください

とお返事をしたわけなのですけれどもやはり国スポの影響からご興味を

持っていただいた方がおられることは非常に嬉しいなというようなこと

を感じたところでございます。 

そういった一つ一つの取り組みが非常に重要であるというふうに思っ

ておりますので、アーチェリーの町、愛荘町を目指して取り組みを強化し

てまいりたいなというふうには考えているところでございます。 

 

アーチェリーを始めとする様々なスポーツを推進していきたいなと思

いますので、今現在スポーツ少年団も頑張ってくれていますので、生涯学

習課としてもバックアップしていく体制もとっております。 

大谷翔平も活躍ということで世間の方々も野球を再確認されていると

ころがありますので、草野球がまた町民の方からどんどん盛り上がるよう

な、何かことがあれば、そういうところでまたご協力いただけたらと思い

ます。 

あと chocoZAPとかについても手軽にできるというのが一番いいのかな、

隙間時間を活用して何か少しでもスポーツをする、健康になるためにする

っていうところをちょっと意識づけるようなところ、またプールや歩くこ

とに対してのポイント biwateku アプリを健康推進課の方で取り組んで

いますが、そういうところともう少し連携とりながらより活用していけた

らと思います。 

 

私昔はスポーツ人間でございまして、今は休憩人間になっています。 

陸上を主としてやっていたのですけれども、当時は地域に帰ってくると

青年団というものがあって、そこでの大会がいろいろあって陸上であろう

が何であろうがやっていました。 

今言われたように草野球 50 歳ぐらいまでやっていました。楽しみなが

らみんなでわいわい言いながらやっておりました。 

ら草野球だけではなく草ソフトボールや草バレーもさしていただきま

した。みんながバレーやっている中に入って、私もそれなりに動ける範囲

内でずっとやって、非常に楽しいものがありました。 

あの時代は自分からチームに入っていったり、その団体に声をかけられ

て仲間に入ったりしていたと思います。年寄り 2人夫婦で歩くのが精いっ

ぱいというような年代になってきたので、歩けたら今日歩けてよかったね

というのが夫婦の会話になっています。自分が病気になって十分に体が動

かないとか、色んなことがあって、グランドゴルフ、それから健康のため

にゴルフに行くとか、自分でもっといろんなことやりたいなと思いながら



 7 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

もやれないというのがあります。 

地域、自治体でも同じような年代がいたので、町の大会でも色んな大会

に参加できました。ところがみんな年を取り、本当に私の自治会も消えて

しまうようなそんな状態だなという話をしています。 

周りと一緒にできるものは今も続けてやっているのですけれども、なか

なかこんなことやってみたいなのやってみたいなと思っても先ほど言わ

れたようにここでこんなんやっているよと言われて、いいなと思っていき

たいなと思いながらもそこから ちょっと待てよ また他の人の迷惑に

なっていくなというようなことを思ってしまうようなそんな自分がいて

ちょっと悲しいなという思いはしています。 

ですので、来てくださいって言われても、なかなか自分ではできないの

で、私みたいなそういう人たちも非常に多いのではないかなということを

思います。 

だから、どうすれば自分が出ていけるのかなというのを考えたりもして

います。 

野球のグラブが出てきたりホールがあったり、いろんなものがあると何

かやりたいな、でも体が動かないなという気持ちになってしまいます。 

色んな活動しておられるけども、そこに自分が参加してするのがいいの

かなというところで止まってしまっています。自分でも情けないなという

ことは思います。 

もう一つアーチェリーのことですが、私もこの流れを見ると一番年上で

す。前にあったのが、昭和 56年でした。その時、6年生だった子とアーチ

ェリーの大会見に行ったねという話をしていました。その時、初めて子ど

もたちもアーチェリーを見たし、我々もそうでした。その時は、向こうの

方でやってもらえるのを静かに見ているだけでした。だからどこに飛んだ

のか、どこに当たったのかがわからなかったです。最初はみんな真剣に見

ていますが、だんだん時間が経つと先生、どっかに行こうとかそういう話

になってきて、結局は途中で出ていきました。 

その後だと思うのですけど、今のインターのところに国民宿舎があって

その隣がアーチェリー場だったのですよ。 

秦荘西小学校が越前町の城崎小学校と交流していて、PTA が行き来をお

互いにしていて、愛荘町に来られたときにアーチェリーの大会をしようと

いうことで一度アーチェリー大会をさせていただいたことがあります。 

ただ役場職員とか近隣の方とかがそのころはアーチェリーをしておら

れた方がいたと聞いています。結局、その人たちもどんどん年をとり、辞

めたという話を聞いていました。 

 今回も、大会後どうしていくのか中央スポーツ公園でしてもられます

が、私も公民館で勤務させてもらっているときに、高校の大会や色んな大

会をやっておられました。 
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公民館にいるときに愛荘町の人があそこの場所を予約されている記憶

があまりないですが、隣の町の方が、予約され、練習しておられた記憶が

あります。 

今回、2 回目のアーチェリー競技会をします。施設的なこと、場所的な

ことの課題は資金的なことも関係するため無理なこともあるかと思いま

すが、気軽に「皆さんできますよ」「ここ使ってくださいね」っていうもの

を様々な団体あるいは口コミ等でどんどん広げていける何かを考えられ

ないかなということも思っております。啓発方法、その手段、そうゆうこ

とについて愛荘町に皆さん来ていただいたら楽しんでいただけますよと。 

町内でもアーチェリーの町愛荘町を知らない人、国スポ障スポってなに？

となる人もいると思います。 

僕自身としては本当に2度もアーチェリーをやらせてもらえるっていう

嬉しさはありますので、長続きできるといいなということを思っておりま

す。 

 

ありがとうございます。 

2 回目のアーチェリー、すごく嬉しいなっていうふうにおっしゃってい

ただいて住民の皆さんにもまだまだご縁というか接点を持っていただけ

てない方もおられるのではないだろうか。今後ますます広げていけるよ

う、期待をすごく込めたお話をいただきました。 

 

森委員ありがとうございました。 

最初に理想と現実の話をしていただきました。なかなか体が思うように

は動かないということもおっしゃっておりました。 

その部分につきましてですね、ある自治会では、子どもたちの朝のラジ

オ体操がありますが、このラジオ体操ですら実施しておられない自治会が

あるということを気にしております。 

自治会の方にスポーツの推進委員さんとかおられる自治会もあると思

うのですけれどもなかなか実施できていないのが現状であるといったこ

ともお聞きしておるわけなのですけれども、多世代でもできるような運動

でありますとか体操をどんどん広げていくことで健康作りにも繋がるの

ではないかというふうにも考えております。 

また自治会の方に、例えばニュースポーツ、先ほど町長もおっしゃってい

ましたけれども、モルックであるとか、ボッチャでありますとか、そうい

った用品の貸し出しも実はやっております。 

自治会の方から貸し出し依頼がありましたら、自由に貸し出しもさせてい

ただいておりますので、そういった自治会活動としての取り組みもできれ

ばなというふうには思っております。 

今こういったニュースポーツの他にも、ゆるスポーツというのをお聞きさ
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生涯学習課 

課長補佐 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

副町長 

 

 

 

 

 

れたことがあるかなと思いますが、このゆるスポーツ年齢・性別・障害の

有無、そういった部分に関係なく皆さんで楽しく楽しめるスポーツといっ

たことで、ひそかなブームにはなってきております。身体能力に自信がな

いとか子どものころから運動が苦手でコンプレックスがあるとかですね。

そういった方でも安心して参加できるスポーツ、ニュースポーツよりもさ

らにゆるいスポーツ、そういったスポーツをどんどん取り入れていただけ

ればなというふうに考えているところでございます。 

またアーチェリーの周知ということもあるのですけれども来年滋賀県で

本大会が開催されます。それに当たりましては、町一丸となってやはり大

会を成功させたいというのもありますし、町の皆様住民様の協力がなけれ

ば、成功に導かないこともありますので今からどんどん地域の方にもお声

掛けをさしていただいて、また企業様の方にも声かけをさせていただいた

中で取り組みを今現在検討しているところでありますので今からどんど

んですね、そういった取り組みに強化いたしまして町一丸となって盛り上

げてまいりたいというふうに考えているところではございます。 

 

森委員、貴重なご意見ありがとうございます。 

体力のところですけども私のことで申し訳ないけど地元の方で今年運

動会があった時にパン食い競争がありました。意外と体力に関わらず足が

速いから 1位になるわけではなく、子ども大人高齢者も関係なく競えると

ころで大変面白かったっていうこともありました。体力に自信がなくて

も、そういう運動できるっていうアイディアをどんどんこちらとしても出

していってそういう取り組みを自治会の方から出てくるようなものをち

ょっと考えだなと思いますし、また 2回目のアーチェリー大会ということ

で、中央スポーツ公園も練習会場としてアーチェリー場があるので使って

いただきますので多くの方に選手の方に利用いただいてここの競技場良

いからまた使いたいなと思ってもらえるような仕組みを町としても、実行

委員会としても作っていきますし、先ほどから言っていただきました町民

の方から PR してもらえるような、行ってみなよって言ってもらえるよう

な町民への周知の仕方っていうのも、私どもこれからどんどん PR 自治会

への協力をしていただけるような仕組みをこれからしていきますのでま

たご協力よろしくお願いしたいと思います。 

 

今、委員の皆さんいろいろとお話を伺っていて、私からも少しお話でき

たらなと思います。まず、木津委員がおっしゃっていただいた、もう少し

小さいところから始めた方が良いのではないかっていうようなお話があ

ったのですけど、それを聞いて、グラウンドゴルフというのは、皆さんい

きいきとされていると思います。私の子どもの頃はゲートボールをされて

いて、スポーツ推進委員みたいな方が一生懸命広めようという活動をされ
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議長（有村町長） 

 

 

 

 

 

ていて、でもあれは結構ルールがきっちりとしていて、それに比べてグラ

ウンドゴルフはすごくルールが簡単で、少し聞いたらすぐできるっていう

感じで、グランドゴルフがなぜあんなに広まって、みんな生き生きとされ

るのかな、それを分析したものがあれば、それを調べるとニュースポーツ

やゆるスポーツを広げる手口やヒントがあるのではないかと感じました。 

それから二つ目は黒川委員の草野球ですが、私もしていたので確かに寂

しいなと思いました。ただ草野球チームは一つできても、野球は相手チー

ムがいないと試合ができないので、町内で理想的な形だと、各字で１チー

ムずつできて、町長杯や教育長杯というようなことができれば、野球だけ

でなく、先ほど森委員がおっしゃっていたソフトボールやバレーボールと

か、今は球技ばかりを言っていますが、色んな分野、町全体でそういう大

会があればまた賑やかになるかなと思います。 

ただ、各字からでないといけないのか、あんまり厳しくやり過ぎるとそ

ういう問題が出てくるかもしれません。球技というのは、だいたい 20 代

から 50 代ぐらいまでですかね、そういう青年・壮年期の方たちのところ

にどういうことをやりたいですかみたいな草シリーズみたいに、何かリー

グ戦等ができればいいのかなと思ったのと、高齢になられた方には、ニュ

ースポーツとかゆるスポーツとかを広めていって、激しさのないことでも

楽しめることありますよということを出前講座を通じてやっていくとよ

いのかと思いました。 

あとアーチェリーつきましては、せっかく国スポを愛荘町ですることに

なって、それを機に町民アーチェリー大会とかいうのを創設して毎年やっ

ていくとか、それがちゃんとした競技でなくて、体験のような簡単なこと

でもいいので、いろんな世代が、当然本格的なやつが頂点にあってそれよ

りもちょっと緩いやつもやり方とか、そういうのを交えて町民さんが参加

してもらえるような大会とか何かできたらいいかなって思いました。 

できたらハイレベルな大会を定着させて、また、大学とか社会人の大会

があるようでしたら、愛荘町でやりませんかと声をかけていくことも必要

かなと思いました。あとはそれぞれの会社・大学・社会人・高校とかの合

宿地として、働きかけて泊るところは、本陣のところに泊まってもらって

とか、いうような仕組みとかもできると面白いのかなというふうに思いま

した。 

 

ありがとうございます。総括的なご意見をいただきました。 

担当課とも話していたことは、目指したい方向を目指すべき姿、理想の

姿っていうのは多分ある。それに対して原課の現状がある。それは国スポ

後だろうが、今だろうと多分見えている景色には似た課題がある。そのギ

ャップをどうやったら埋められるというふうに考えるのかそこに力をい

ろいろいただいてということもそうなのでという話をしていました。 
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今日せっかく木村政策監が参加してくれていますので、先ほど森委員に

触れていただいた話の部分で、スポーツじゃなくてないのかってちょっと

町の政策では元気モリモリ体操っていう教室もやっているのですけれど

もまさに 65 歳以上の男性全く増えなくて、そこをどうやって増やせるの

だって言っているのですけども、全く増え増やせられないというところの

一つ吐露をいただいたところが、実際の本質なのだろうなというふうに感

じながら拝聴していました。 

木村政策監より、一言お願いします。 

 

皆さんご意見いただきありがとうございました。黒川議員がおっしゃっ

ていましたプールの利用料なのですけれども、まず愛荘町民は 500円で、

町外の人は 600円っていうことでちょっと差をつけさせています。また、

高齢者 65 歳以上については町内の方が 300 円、町外の人は 400 円という

ことで、より町内の人が使いやすいような環境の方を整えさせていただい

ております。 

ここでお話すべきかどうかっていうことなのですけれどもプールの方

来年度から夏場のみの開園というふうにさせていただいております。 

その分、ドライゾーンと言われるジムやスタジオの方をより充実させて

いきたいなっていうような思いで、来年度から変わっていきますので、ま

たそこら辺にもご期待いただきたいので、ご報告させていただきました。 

町でも biwateku というのを入れさせていただきました。それはそれぞ

れが運動されることにインセンティブをつけようということで、それぞれ

がウォーキングしたら何ポイント等々入るようなものと街の名所といわ

れるところ、めくっていただいたら 20ポイントずつ付くとかいうことで、

愛荘町を楽しんでウォーキングしてもらおうっていうようなことで、昨年

度からさせていただいております。1000 ポイント以上を取っていただく

と、県内いろんなとこから寄付というか商品がありますので、抽選ですけ

れども、応募できる楽しみながら運動ができるっていうことを健康推進課

からも進めております。 

あと森委員がおっしゃっていただいたように、高齢になるとなかなか出

づらくなったりとか、自分への体力への不安であったりとか、というよう

なことがあって多くの方から聞かしていただいています。特に女性は社交

的な人が多いので、運動をするというよりもどこかに集まって、お話をす

るっていうことでいろいろな催しするとたくさんの方が来ていただける

のですけれども、なかなか男性の参加っていうのは難しいのが現実です。 

皆さんのお話聞かしてもらいながら思っていたことは、確かにみんなで

集い、みんなで運動する・スポーツするということもすごく大事な要素で

もありますし、滋賀県の健康寿命がすごく高い県になったっていうのもみ

んなで触れ合うというところ、ボランティアをするっていうところ等々も
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関与しているっていうのは聞いておりますけれども、決してみんなでする

だけがスポーツでもないのかなっていう思いもあります。森議員がご夫婦

で歩かれて今日も歩けたなっておっしゃられたことが私心にしみまして、

そうやって夫婦あるいはお友達と近場を歩く自然に触れ合う四季を味わ

うっていうことだけでもすごく重要なスポーツの要素なのかなっていう

ふうを感じ取りながら聞かせていただいていました。町の方も今後も健康

モリモリ教室っていうことで、高齢者が集まっていただくサービス等は続

けさせていただきたく思っているのですけれどもまずもってまず町です+

それぞれができることを少しずつしていくっていうこともとても大事な

要素だなっていうふうに思っておりました。 

あとアーチェリーについてですが、私にはあまり身近なものじゃなかっ

たのですけれども先日リハーサルの大会があって、障スポの方で佐賀県の

方に行かせていただき、実際アーチェリーをしている場面等々を見させて

いただきました。かなり感銘を受けるものがありました。 

今回、国スポーツ+障スポということで障がいスポーツの方についても

広めていきたいなって、まずは障がいに対する理解っていうのも、今回の

国スポ・障スポの方で町民の方々にも触れていただき、感じていただきた

いなっていう要素でもありますので、私の感想にもなりますけれども幅広

くお話させていただいて申し訳ございませんが、皆さんとともに盛り上げ

たいなと思っておりますので今後ともどうぞよろしくお願いいたします。 

 

この案件につきましてはいわゆる出口のウエイトが非常に大事である

というところで、落としどころの重要性という部分をしっかりと考えてい

かなえればならないというふうに思っております。現状と課題につきまし

てギャップを埋めるにはどうしていったらいいのかといった部分そうい

った部分をしても検討していかなければならないと思います。どのような

形が導き出せているのかといった部分をしっかりと持つことも大事であ

るというふうに思っております。 

ちょっと現状といたしまして少しお話をさせていただきますと生涯ス

ポーツに関しまして興味のある自治会様はですね、地域でいろいろと取り

組みをされているのですけれどもなかなかそれ以外はですね活動がなさ

れていないところもあるというようなところをお聞きしています。 

やはり健康の増進に加えまして、毎日の充実でありますとか生きがいに

結びつけるには更なる周知が必要であるなというふうに思っております。 

また県内唯一のアーチェリー場を持つ本町でありますけれども県のア

ーチェリー協会が今現状としましては主体的に利用をされております。 

スポーツ推進委員によります活動っていうのはあまり定着していきた

いなというふうに感じているところでございます。 

それと生涯スポーツの定義に周知がなかなか正しく理解浸透もしてい
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議長（有村町長） 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

ないっていったところが今感じているところでありまして、今後、生涯学

習課としましては進めていかなければならない課題といたしまして 2025

の滋賀県国民スポーツ大会を契機に健康と生きがいを保つために、生涯ス

ポーツを通じた活動をどんどん広げていくことが非常に大事だよってい

うようなところで思っているところでございます。 

またスポーツ推進委員につきましてはより出前講座を広く周知をして

いき、今のニュースポーツなりゆるスポーツの啓発もどんどんしていきた

いというふうに考えているところでございます。 

また中央スポーツ公園でアーチェリー教室を始め、あらゆるスポーツの

推進をしていくことで多くの人を呼び込み、そして交流人口の拡大と賑わ

いの創出に繋げていかなければならないというふうに感じております。 

それと生涯スポーツを正しく理解をしていただくといった言葉に大事

だというふうに思っておりますし自分のライフスタイルなり町民に応じ

たスポーツに取り組むことの重要性、これを伝えていくことが非常に大事

であると思っておりますので、それが生涯学習課の喫緊の課題でいうふう

に感じているところでございます。 

 

ありがとうございます。 

現状としては、やりたい人がスポーツやっている。裏を返せば、やりた

い人以外はやっていない、プラス働き盛りの人は時間がないからやれない

っていう理由でやっていないという現状があります。そういう現状はやは

り理想である国民スポーツ大会をして、生涯スポーツを推進していきたい

というところで、たくさんの人にスポーツをしていって健康になっていた

だきたいというところのギャップを埋めるためにやはり意識改革ってい

うところがすごく大事になってきますのでそこをどう見るかっていうと

ころをこの国民スポーツ大会、障がい者スポーツ大会を通じて、スポーツ

っていいね、ちょっとやってみようかなっていう意識ができるようなとこ

ろを少しでも見られるような大会にしていきたいと思いますのでまた皆

さんのご支援をよろしくお願いしたいと思います。 

 

はい、ありがとうございます。 

意気込みを感じますので、今後のますますの展開を期待したいと思いま

す。 

 

町長大変難しい進行をお願いしまして申し訳ございませんでした。 

感想等ご挨拶になりますけれども今日生涯スポーツというテーマをこ

の総合教育会議なぜ取り上げていただきました。私が就任してから初めて

このテーマを取り上げていただきました。人生 100年という部分を考えれ

ばとても大事なテーマではないかなというふうには思っております。町長
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がおっしゃったようにやっぱりそのスポーツと親しみやすさとか身近さ

というのは非常に重要なキーワードであるかなというふうに改めて感じ

たところです。 

国の教育振興基本計画の中でも、そのスポーツに関わる部分として「す

る」「見る」「支える」この三つのカテゴリーを示されているわけですけれ

どもでもその三つのどれをとってもやっぱり親しみとか身近とかという

ことは、非常に切ってもきれない重要な部分かなというふうに思っている

ところです。 

スポーツが本当に単体である方もいらっしゃるし、スポーツと他のこと

を、スポーツ&the  other things みたいなところもいっぱいあると思

うのですね。 

例えば木津委員おっしゃったようなイベントと組み合わせるとか、ある

いは食べることとスポーツがくっつくとか、本町のアーチェリーの発展を

考えるとやっぱり矢とり地蔵とくっつけないといけないなというふうな

ことも思いますし、あるいは当然音楽とかその芸術とかとも繋がってく

る、あるいはまた福祉の事も関連してくると思うのですけどもそういう単

体で楽しむ方、関わる方もそれはそれとして、そういう双方もっともっと

交流をしていく必要があるのかなというふうに思っています。 

この先の本当にアーチェリーで町づくり、あるいは愛荘町にリピーター

を呼び込もうと思うと、やっぱり町内の盛り上がりが一番大事だろう。み

んなが胸を張って声を揃えて愛荘町がアーチェリーの町というふうにな

らないといけないのに、そう考えると、副町長がおっしゃったように、私

もアーチェリーそのものじゃなくて、それを模したというか、簡易型にし

たニュースポーツをこの際考えるとか、例えばアーチェリーって刺さって

も音がないのです。でも弓道はすごく甲高い良い音が出ます。もうちょっ

と短い距離にして、音も出て楽しいみたいなそういう何か新しい発想で、

愛荘町で何か一つのものを作り上げるぐらいの発想がないといけないの

かなということを改めて思っております。それがやっぱり本格的にアーチ

ェリーをされたいという人々のイントロの部分、助走になるのかなという

ふうなことを思います。 

その中で国スポやオリンピックを目指すような人が出てくればそれは

それでいいということです。そんな風に色んな戦略がもっともっと必要か

なということを改めて感じるところです。 

最後に私が今危惧しておりますのは、中学校の部活動の地域移行の課題

であります。 

これは本当にどうすべきことかということが非常に難しいですね。 

なかなか文科省とか総務省が思うようには進んでおりません。100 地域

があったら 100モデルがありますけれども、それを直輸入して愛荘町全て

できるのかというとそうではないというふうに思っていますのでやっぱ
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り独自の方法を探っていく。ただこれうまくやらないと特に中学生とかス

ポーツ離れを呼んでしまうそういうことももう一つある。 

一方で今日午前 5 時間制のいろんな話がありましたけども受け皿とし

て、例えば放課後にコミュニティスクール等を使って、簡単なニュースポ

ーツをするとかですね。そういうのも一つあるかなというふうなことで

す。2026年度からですね、国の方は平日の地域移行でやると言っています

けれどもこれはかなりハードルが高いというふうに私は思っていますし、

ちょっとここは本町独自の方法でやらないと、全部を民間の方々や、ある

いは地域の方々にお願いして中学校が完全に手を引いたらどうなるのだ

ろうなっていうのは危惧しております。 

少なくとも中学校の先生方が加わってくださるとか、あるいは中学校と

の接点とかですね、そういうものがうまく保たれないとそう簡単にはいか

ないなということでまたこのあたりの皆さんとともに議論をしていけれ

ばいいなというふうに思っております。いずれにしましても、今後もそれ

はスポーツいうものが愛荘の教育の中での大切な核であってほしいと思

いますし、まち作りとか、あるいはその繋がり作り、交流、そうしたいろ

んなものも大事な核であり続けてほしいなということで今後も私自身も

できるところを、色々頭をひねり、指示を出していきたいなというふうに

思っております。 

本日は貴重なご意見をいただきましてありがとうございました。 

 

ありがとうございました。 

以上で、令和 6年度第 2回の愛荘町総合教育会議を終了します。 

本日はありがとうございました。 

 

 午後 3時 35分 閉会 

 

 


